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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
安
保
理
に
お
け
る
金
正
恩
委
員
長
の
人
道
犯
罪
責
任
追
及
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
国
際
連
合
憲
章
（
昭
和
三
十
一
年
条
約
第
二
十
六
号
）
第
二
十
七
条
２
は
、
「
手
続
事
項
に
関
す

る
安
全
保
障
理
事
会
の
決
定
は
、
九
理
事
国
の
賛
成
投
票
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
同
条
３
は
、

「
そ
の
他
の
す
べ
て
の
事
項
に
関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
決
定
は
、
常
任
理
事
国
の
同
意
投
票
を
含
む
九
理
事
国
の
賛
成

投
票
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

北
朝
鮮
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
で
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
予
断
を
も
っ
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
は
、
御
指
摘
の
国
際
連
合
総
会
本
会
議
に
お
け
る
北
朝
鮮
人
権
状
況
決
議
に
つ
い
て
、
無

投
票
採
択
に
参
加
し
た
。
な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
決
議
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
関
し
、
関
係
国
と
効
果
的
な
方
法
を



 

２ 

 

協
議
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 


